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Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
廃
止
を
検

討
し
て
い
る
、
島
根
県
江
津

市
と
広
島
県
三
次
市
を
結
ぶ

三
江
線
（
１
０
８
・
１
キ
ロ
）。 

島
根
県
川
本
町
の
石
見
川

本
駅
で
連
日
、
観
光
客
に
街

中
案
内
と
三
江
線
の
存
続
を

訴
え
て
い
ま
す
。 

町
観
光
協
会
の
元
嘱
託
職

員
。
三
次
駅
発
の
列
車
が
正

午
過
ぎ
に
着
く
と
、
乗
り
継

ぎ
列
車
が
出
る
ま
で
の
９
０

分
間
に
案
内
し
ま
す
。
自
分

の
方
か
ら
声
を
か
け
、
手
作

島
根
原
発
の
耐
震
安
全
性

問
題
に
取
り
組
む
、
日
本
共
産

党
島
根
県
議
団
・
松
江
市
議
団

は
７
日
、
松
江
市
島
根
町
加

賀
・
桂
島
で
「
ヤ
ッ
コ
カ
ン
ザ

シ
」
（
ゴ
カ
イ
の
仲
間
の
海
棲

生
物
）
の
遺
骸
化
石
（
海
水
面

付
近
に
生
息
し
て
い
た
海
棲

生
物
が
地
震
性
隆
起
に
よ
っ

 

井
原
議
員
―
市
は
昨
年

度
、
公
共
施
設
の
利
用
料
の

値
上
げ
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
温
浴
施
設
で
は
利
用

者
が
大
幅
に
減
少
し
、
収
入

も
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
速

や
か
な
料
金
の
是
正
を
求
め

る
が
ど
う
か
。 

部
長
―
受
益
者
の
適
正
負

担
の
観
点
な
ど
か
ら
、
主
に

４
０
０
～
５
０
０
円
程
度
だ

っ
た
使
用
料
を
、
高
校
生
か

ら
６
５
歳
未
満
に
つ
い
て
一

律
６
０
０
円
に
値
上
げ
し
、

利
用
者
は
全
８
施
設
で
減
少

し
た
。
将
来
の
設
備
更
新
な

ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
多
く
の
施
設
で
民
間
譲

渡
を
め
ざ
し
て
い
る
。
利
用

料
の
値
下
げ
は
し
な
い
考
え

で
あ
る
。
（
「
井
原
ゆ
う
の
議

会
報
告
」
よ
り
） 

場
合
の
Ｊ
Ｒ
側
の
費
用
負
担

に
も
及
び
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ

側
は
「
ま
だ
廃
止
が
決
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
自

ら
発
し
た
「
廃
止
検
討
」
に

も
関
わ
ら
ず
、
無
責
任
な
態

度
に
終
始
し
ま
し
た
。
（
「
ご

う
つ
民
報
」
よ
り
） 

 

Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
存
廃
に
つ

い
て
、
江
津
市
で
は
６
日
に

桜
江
町
と
川
平
町
で
経
過
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

質
疑
応
答
で
は
、
住
民
か

ら
「
バ
ス
転
換
し
て
も
周
辺

部
は
取
り
残
さ
れ
る
」
、
「
地

方
の
良
さ
を
１
０
年
、
２
０

年
先
に
残
す
た
め
に
も
存
続

さ
せ
て
ほ
し
い
」
、
「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
は
年
間
６
０
０
億
円
の

黒
字
。
黒
字
企
業
な
ら
三
江

線
を
切
り
捨
て
る
べ
き
で
は

な
い
」
な
ど
の
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

質
疑
は
、
バ
ス
転
換
し
た

て
押
し
上
げ
ら
れ
て
死
に
、

岩
石
に
付
着
し
て
化
石
に
な

っ
た
も
の
）
を
発
見
し
ま
し

た
。
（
写
真
） 

１
１
日
に
は
、
大
田
市
の

五
十
猛
海
岸
で
も
「
ヤ
ッ
コ

カ
ン
ザ
シ
」
の
化
石
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
発
見
さ
れ
た
化
石
の

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
に
よ

り
、
生
物
が
死
ん
だ
時
期
＝

地
震
性
隆
起
が
起
こ
っ
た
時

代
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
活
断
層
が
動

い
た
時
期
や
、
近
隣
の
活
断

層
と
の
連
動
性
の
解
明
に
も

迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

７
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

化
石
調
査
に
は
、
尾
村
利
成
、

大
国
陽
介
の
両
島
根
県
議
、

錦
織
陽
子
・
鳥
取
県
議
、
片

寄
直
行
、
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬

子
の
松
江
市
議
団
ら
、
延
べ

５
０
人
が
参
加
。 

調
査
団
長
の
尾
村
県
議
は

「
指
導
者
の
立
石
雅
昭
・
新

潟
大
学
名
誉
教
授
と
と
も
に

行
政
や
中
国
電
力
に
対
し
、

地
下
構
造
の
徹
底
的
解
明
と

原
発
の
再
稼
働
問
題
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。 

９
月
１
０
日(

土)

午
後
１

時
半
か
ら
は
、
松
江
市
の
教

育
会
館
４
０
２
で
立
石
雅
昭

氏
を
迎
え
て
調
査
報
告
講
演

会
が
開
か
れ
ま
す
。 

 

山
口
議
員
―
「
中
小
企
業

振
興
条
例
」
の
制
定
に
つ
い

て
の
考
え
は
。 

 

課
長
―
。
国
の
「
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
」
な
ど
に

う
た
わ
れ
て
い
る
基
本
理
念

な
ど
は
重
要
な
視
点
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
い
か
に
具

体
化
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

が
大
切
と
考
え
る
。
今
後
、

関
係
団
体
な
ど
と
協
議
の
場

を
持
ち
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
（
「
民
報

か
わ
も
と
」
よ
り
） 

立
石
雅
昭
・
新
潟
大
学
名
誉

教
授
の
コ
メ
ン
ト 

 

島
根
半
島
で
初
め
て
、
最

も
低
い
波
食
ベ
ン
チ
に
付
着

す
る
ヤ
ッ
コ
カ
ン
ザ
シ
の
遺

骸
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
化
石
の
年
代
が
測
定

さ
れ
れ
ば
、
波
食
ベ
ン
チ
が

地
震
で
隆
起
し
た
年
代
が
明

ら
か
に
な
り
ま
す
。 

島
根
半
島
に
は
数
段
の
波

食
ベ
ン
チ
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
こ
う
し
た
生
物
の
遺
骸

化
石
が
他
の
高
さ
の
波
食
ベ

ン
チ
で
も
発
見
さ
れ
れ
ば
、

こ
の
海
岸
の
最
近
の
隆
起
運

動
の
様
子
が
よ
り
詳
し
く
明

ら
か
に
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。 

９月３日（土）午後２時～ 

教育会館４階会議室（松江市母衣町） 
 

記念講演 

「新しい政治へ、選挙での重要な一歩」 

講師：福島浩彦氏 

（住民目線で政治を変える会・山陰） 

☆資料代 300円 

☆記念講演後に「総会」を開催します。 

り
の
地
図
を
渡
し
て
、
近
く

の
食
堂
や
世
界
遺
産
の
石
見

銀
山
に
か
か
わ
り
交
通
と
経

済
の
要
衝
だ
っ
た
町
の
歴
史

を
紹
介
。「
鉄
道
を
廃
止
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
鉄
道
は
住

民
の
権
利
で
す
。
大
企
業
が

過
疎
に
悩
む
沿
線
市
町
の
灯

を
消
し
て
い
い
の
か
」
と
力

説
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
３
年
間
で
７
５
０
８

人
を
案
内
し
、
存
続
の
署
名

は
約
８
０
０
人
分
を
集
め
て

い
ま
す
。
昨
年
１
０
月
に
廃

止
の
方
針
が
示
さ
れ
て
以

降
、
全
国
や
海
外
か
ら
の
観

光
客
が
増
え
、「
聞
い
て
訪
ね

た
店
の
料
理
が
美
味
し
か
っ

た
」「
あ
な
た
の
よ
う
な
案
内

人
は
初
め
て
」
と
評
判
で
す
。 

「
沿
線
の
景
観
と
人
情
、

地
域
の
人
と
の
交
わ
り
を
伝

え
た
く
て
立
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
で
は
全
国
に
仲
間
が

増
え
、
後
押
し
さ
れ
て
い
ま

す
」。 

同
町
で
生
ま
れ
、
踏
み
切

り
の
音
は
時
計
代
わ
り
で
し

た
。
町
職
員
を
退
職
し
た
３

年
前
に
、
町
観
光
協
会
の
嘱

託
に
な
り
、
案
内
を
始
め
ま

し
た
。
今
春
で
嘱
託
も
退
職

し
ま
し
た
が
、
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。 

「
沿
線
の
風
景
や
、
ゆ
っ

く
り
走
る
列
車
へ
の
反
響
も

大
き
い
。
良
さ
を
見
い
出
し

て
く
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て

も
、
三
江
線
は
な
く
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
」。 

文
・
写
真 

桑
原 

保
夫 


